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Accurate Geometric Correction by using Centroid of Polygon as Control Point 
宮田 岡U* • Jong 局Jeok JEONG** ・高木方隆M 
Takeshi MIYATA , Joηg 周辺ok JEONG and Masatakα TAKAGI 
Abs仕乱ct: Recently, high resolution satellite imageries (about 1 meter spatial resolution) are used in many fields 
GeI廷rally ， they are expected to be overlaid with GIS data and updating existing map. It is important issue for 
r田note sensing to detect land-use/land-cover changes using high resolution satellite imageries. Therefore, the 
紅白racy of geometric correction should be reduced to sub-pixel error. Itis necessary to prepare accurate control 
pOints to co汀ect geometrically. The control points are Ground Co ntrol Point (GCP) collected from the ground 
surface and corresponded Image Control Point (ICP) from selected imagery. Nowadays, the defined centroids of 
circles on the ground are used as accurate control points. However, it is difficult to prepare circle type GCPs. The 
existing types could be evaluated at first part of this study. Continuously, accurate geometric correction could be 
established using centroids of the polygons as control points. The result showed 0.54m pixel eπor by applying 
proposed methodology. It showed that 由e accuracy of proposed method is approximately same as circle type 
centroid method. Therefore centroid of rectangular type and polygon type were efficient for the geometric 














































おける標高差は，およそ 400m である 。 撮影日は 2000年 
6 月 15 日であり，一年を通して植生の量が多い時期に
撮影されている 。 図 l に使用した IKONOS 画像，表 l
に IKONOS 衛星画像の仕様を示した。 
sI 
司
図 1 IKONOS 衛星画像
表 1 IKONOS 衛墨画像の仕様 
Item Detail 
Cross Scan O.86m 
Along Scan 0.84m 
Scan Direction 0 ・ 
Nominal Collection 263.9600・ 
A zimuth 
. N ominal Collection 76.68608・ 
Elevation 
ACQuisition Data/Time 2000/6/15 
Photography Area Tosayamada Kochi 
JAPAN 
Area (km') 134.848 
Product Level Digital-Geo Image 
Sensor Type Pan-Sharpen (4 Bands) 










沿ってシ ミ ュレー シ ョン画像を作成した。 衛星の高度
を 680km として衛星の位置を設定し，オフナディア角
は 0-30度に設定した。 そして各オ フナディ ア角での
シ ミ ュレーシ ョン画像を作成した。
設定したポリゴンの図心が，画像上のどこに投影さ




度が得られること が解った e まず地上でのポリゴンの


















測量した。表 2 に今回使用した GPS の仕様を示した。
取得した座標データは，地上基準点ポリゴン と名付
けた。 図 2 は実際にキネマティック測量によって取得
した地上基準点ポリゴン と対応する衛星画像を示して
いる。地上基準点ポリゴンの図心を計算し，計算きれ




チャ ン ネル数 12チャンネル並列処理 
受信電波 Ll C/A コード，搬送波
精度 (D 基線長) 
スタティ ッ ク
水平ー 5mm 十 1 ppmXD ( 壬 10km)
水平: 5mm+ 2ppmxD (>10km) 
高低;: 10mm+ 2 ppmXD 
キネマティ y ク 











Z y z 
0.267 0.221 0.011 
-0.016 0.016 -0.006 
-0.027 0.068 -0.005 
た図心を地上基準点として利用する。キネマティ ック
測量により取得きれたデータの誤差をポリゴンの閉合
差によって評価したものを表 3 に示す。 GPS の基準局
と離れた場所においても lOcm 程度の閉合差で測量す











用する。式 1 は図心計算式である 。 
Xc=Xo十呂 Si X (XCi-Xo)/呂 Si 
Yc= 日+呂 Sa × (grWESt (l) 
Xc , Yc : 図心座標 
Xo, Yo:任意の原点座標 
























,,, vc Mn 
Uc , Vc 図心座標 
Ui , V， : 画像基準点座標 
η: ピクセルの数 
を示したものである。計15箇所のポリゴン を取得した。




2 2ポリ ゴン の面積は， 68 735m -9 843m で，すべて， ， 
一一 




取得した基準点，計15点中， 8 点を基準点 7 点を
検証点として三次元アフィ ン変換による幾何補正を
行っ た 。 
u = a,x+ a2Y+ a3z+a, 
v= b，x十 b，y+b3z+b， (3) 
U , v 画像基準点座標 
x , y ， z 地上基準点座標
。 ， -a， : 変換係数 
b，- ム : 変換係数
基準点の選定は， 15点中 8 点の組み合わせ6 ， 435通り
表 4 従来手法の幾何補正による平均二乗誤差 
pixel 
平均二乗
u U 距離誤差 
基準点 0.298 0.159 0.338 
検証点 0.349 0.230 0.418 
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は.基準点取得において， 地上基準点は GPS のスタ
ティック浪IJ量により点と し て取得，画像基準点は 目視
によ り 取得したものを用いて三次元アフィン変換に よ
り 幾何補正を行ったものである 。 先と同様に 1 5点の基
準点の う ち 8 点を用いて精度評価を行った。 その結果，
表 5 従来手法の幾何補正による平均二乗誤差 
pixel 
平均二乗
u U 距離誤差 
基準点 0.908 0.267 0.946 
検証点 0.869 0.501 1.003 
全点 0.878 0.458 0.990 
平均二乗誤差は平均で1. 36ピクセル，標準偏差0 . 71 ピ
クセルであった。表 5 は，最も誤差が少なかった組み
合わせでの平均二乗誤差を表に示したものである 。 図 
7 は ， 誤差ベクトルを図に示したものである。 
8	 . 考察
本研究では， ポ リ ゴンの図心を基準点に用いた高精







本研究の提案手法が1/ 4 ピクセルを満たせなか っ






たことが原因であると考え られる。よ っ て ， 自動的に
ポ リ ゴン をトレースすることが出来れば人の手による
誤差は解決できるはずで・ある 。 たとえば， 自動的に基







による CAD 上でのポ リ ゴンの形と衛星画像として撮
マ 影されたポリゴンの画像とをイメージマッチングさせ
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